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第
６
回
　
一
致
を
生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
？

　
わ
た
し
の
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
を
考
え
た
時
、
す
ぐ
に
浮
か

ん
だ
こ
と
は
中
学
時
代
の
体
験
だ
っ
た
。
幼
児
洗
礼
を
受

け
て
い
た
私
に
と
っ
て
教
会
に
行
く
こ
と
は
当
た
り
前

だ
っ
た
。
あ
る
日
の
放
課
後
、
友
達
が
お
寺
に
祈
り
に
行

く
の
を
聞
き
、
思
わ
ず
、「
ど
う
し
て
？
」
と
聞
い
て
し

ま
っ
た
。「
あ
な
た
も
教
会
に
行
く
で
し
ょ
う
」
と
の
答

え
が
返
っ
て
き
た
。
そ
の
時
、「
そ
う
な
ん
だ
！
」
と
ご

く
自
然
に
仏
教
徒
で
あ
る
友
達
を
受
け
止
め
、
今
も
心
に

深
く
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
信

じ
て
い
る
神
に
祈
る
こ
と
は
、
当
た
り
前
な
ん
だ
と
わ

か
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　
こ
の
体
験
か
ら
、
信
仰
の
自
由
だ
け
で
な
く
、
様
々
な

違
い
を
受
け
止
め
る
こ
と
に
向
き
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。

思
想
、
表
現
、
行
動
の
違
い
、
ま
た
感
じ
方
や
生
き
方
の

違
い
も
あ
る
。
さ
ら
に
年
を
重
ね
る
に
従
っ
て
、
今
ま
で

と
は
違
う
も
の
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
話
す
声
の
大
き

さ
と
ス
ピ
ー
ド
、
歩
く
速
度
、
身
支
度
に
時
間
が
か
か
る

こ
と
等
、
そ
れ
も
違
い
の
一
つ
だ
と
思
う
。

　
大
塚
司
教
の
年
頭
書
簡
の
７
に
は
、『
人
類
共
通
の
普

遍
的
な
価
値
（
正
義
、
平
和
、
平
等
、
自
由
）
の
た
め
に

協
働
す
る
こ
と
で
、
互
い
の
一
致
を
目
指
し
ま
す
』
と
あ

る
が
、
そ
の
前
提
に
は
様
々
な
違
い
を
受
け
と
め
る
た
め

の
葛
藤
が
あ
り
、
互
い
に
重
荷
を
負
っ
て
い
く
過
程
が
あ

る
。
そ
し
て
、
す
べ
て
を
赦
さ
れ
る
神
の
愛
に
生
か
さ
れ

て
い
る
こ
と
へ
辿
り
着
く
と
き
、
感
謝
に
満
た
さ
れ
て
気

づ
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
違
い
に
留
ま
る
の
で
は
な

く
、
共
通
の
価
値
で
あ
る
人
の
い
の
ち
を
大
切
に
し
、
守

り
、
平
和
の
た
め
に
働
く
た
め
に
自
分
を
開
く
こ
と
で
あ

り
、
そ
う
な
る
よ
う
に
願
う
こ
と
に
よ
っ
て
導
か
れ
て
い

く
の
だ
と
思
う
。
イ
エ
ス
は
「
願
い
な
さ
い
。
そ
う
す
れ

ば
与
え
ら
れ
る
」
と
絶
え
ず
呼
び
か
け
て
い
る
。
　
　

　
現
在
私
は
15
人
ほ
ど
の
高
齢
の
姉
妹
達
と
生
活
し
て
い

る
。
そ
の
半
数
は
90
歳
を
超
え
て
い
る
。
姉
妹
た
ち
は
一

線
を
退
い
た
後
、
身
体
的
、
精
神
的
に
思
う
よ
う
に
動
け

な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
日
々
を
生

き
て
い
る
。
そ
の
姿
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
恵
み
と
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
復
活
さ
れ
生
き
て
お
ら
れ
る
主
イ
エ
ス

へ
の
信
仰
の
う
ち
に
、
主
が
望
ま
れ
て
い
る
平
和
の
実
現

の
た
め
に
、
単
純
な
生
活
を
通
し
て
感
謝
と
賛
美
の
祈
り

を
捧
げ
続
け
て
い
る
。
新
た
な
力
と
光
を
受
け
な
が
ら
。
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　平素より京都司教区のために、ご支援ご協力いただき、厚く御礼申し上げます。
　昨年も新型コロナウイルス感染症の感染拡大でいろいろな教会活動が滞り、皆様もご苦
労なさったことと思います。
　さて、2022年度（2022年 1月 1日から12月31日まで）の、京都司教区の宗教法人本部会
計の決算について、主な点をご報告させていただきます。

　教区本部会計について
　2022年度の決算は、収益計724,796千円、費用計627,766千円でした。2021年度報告まで
は司教区が納める法人税額はお知らせしておりませんでしたが、2022年度より「税抜前
当期正味財産増減額」「法人税額」「税抜後当期正味財産増減額」をお知らせいたします。
　「税抜前当期正味財産増減額」は97,030千円「法人税額」は57,744千円で、差引「税抜
後当期正味財産増減額」は39,286千円のプラスとなりました。なお費用のうち200,000千
円は将来の福音宣教活動のために、福音宣教基金とさせていただきます。

 1.   収益について　
①小教区からの納付金は（A）～（D）は総額で95,034千円でした。2021年度より
4,494千円の減収です。これは、2022年度はブロック宣教司牧協力者のシスター方
の給与分（納付金Ｂ）を小教区に請求しなかったためです。

②収益事業損益は、河原町教会敷地内ホテル再建設に係る土地借地権者からの地代
等をいただき、またその他の収益も含め税金等を差引し、246,083千円でした。

 2.   費用について
①神学生養成費は通常の負担の他、神学生 2名の経費を計上しております。
②人件費は2021年度に比べ、4,808千円の増額です。本部職員を4月から 1名、11月
から1名増員したことが要因です。

　終わりに
　2022年度の収益は黒字決算となっておりますが、経常収支は大幅な赤字であり、地代
収入によって補填しております。今後、新カトリック会館、司教館、衣笠墓苑の河川改
修等で大きな出費が見込まれます。皆様のご協力を今後ともよろしくお願いいたします。
　コロナ禍はようやく終息の兆しが見え始めましたが、世界の平和はまだ脅かされ続け
ており、不安定な状況が続いています。このように多くの人々のいのちが危機に晒され
ている状況の中にあって、わたしたちがどのように福音宣教の使命を果たしていくこと
ができるのか、それぞれの生活の場で考えていかなければならないときだと痛感してお
ります。今までの内向きな、体制護持というエゴイズムからわたしたちが脱皮し、新し
い福音宣教、新しい価値観、新しいいのちの世界を見出していきたいと思います。今後
とも、皆様のお祈りをよろしくお願いいたします。

2022年度  カトリック京都司教区本部  決算報告

2023年 7 月 1 日
カトリック京都司教区

本部事務局長　北村善朗
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（単位：千円）　
科　　　目 実　　績 科　　　目 実　　績

Ⅰ経常費用 266,370 Ⅰ経常収益 152,418
１ 福音宣教活動費 42,732 1 司牧祭儀収入 8,088
祭儀費 435 司教司牧納付金 2,503
教育養成費 3,286 司祭司牧納付金 5,585
神学生養成費 8,121 2 納付金収入 95,034
諸委員会活動費 569 小教区納付金（Ａ） 24,552
教区事業活動費 29,344 小教区納付金（Ｂ） 59,337
諸活動団体補助金 350 小教区納付金（Ｃ） 10,174
アジア交流費 0 小教区納付金（Ｄ） 971
済州交流費 150 ３ 福音宣教協力金 2,530
国際交流費 300 ４ 特定献金収入 6,418
会議費 91 ５ 福音企画室収入 0
図書費 32 ６ 墓地収入 12,528
諸会費 54 墓地使用料収入 4,300

２ 寄付金支出 310 墓地祭儀収入 7,786
３ 特定献金支出 6,418 （神の園）使用料収入 442
４ 管理費 130,307 ７ 特別勘定収入 11,379
人件費 94,149 一粒会 9,958
維持管理費 12,602 アジア基金 435
事務管理費 23,556 済州基金 564

５ 福音宣教企画室支出 210 一万匹の蟻 0
６ 墓地勘定支出 6,386 国際協力基金 422
墓苑管理・整備費 6,333 ８ その他の収入 16,441
（神の園）管理祭儀費 53 建設分担金収入 7,875

７ 減価償却費 80,007 一般寄付金収入 6,919
雑収入 1,647

Ⅱ経常外費用 1,725 Ⅱ経常外収益 166,624
固定資産売却損 1,725 固定資産売却益 116,275
固定資産除去費 0 投資有価証券売却益 0
特別積立金繰入 0 墓地積立金取崩益 0
投資有価証券償還損 0 受取利息 50,349
雑損失 0

Ⅲ福音宣教基金繰入 200,000 Ⅲ収益事業収入 405,754
Ⅳ収益事業費用 159,671

費　用　合　計 627,766 収　益　合　計 724,796
税抜前当期正味財産増減額 97,030

合　計 724,796 合　計 724,796
法人税額 57,744
税抜後当期正味財産増減額 39,286

2022年度　カトリック京都司教区本部　決算報告書
自2022年１月１日　至2022年12月31日



は
じ
め
に

　
安
土
城
址
を
間
近
に
望
む
「
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
跡

公
園
」
の
最
奥
に
、
日
本
二
十
六
聖
人
の
一
人

で
あ
る
「
聖
パ
ウ
ロ
三
木
」
の
顕
彰
碑
が
あ
り

ま
す
。
１
９
８
１
年
に
安
土
城
築
城
400
年
祭
が

行
わ
れ
た
の
を
機
に
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
創
建
400
年

を
記
念
し
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
顕
彰
碑
建
立

の
式
典
当
日
は
、
バ
チ
カ
ン
大
使
を
お
招
き

し
、
ま
た
、
長
崎
の
日
本
二
十
六
聖
人
記
念
館

か
ら
は
、
聖
パ
ウ
ロ
三
木
の
聖
遺
物
で
あ
る
ご

遺
骨
を
当
地
に
迎
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
顕
彰
碑
も
40
年
に
及
ぶ
風
雪
に

晒
さ
れ
浸
食
が
す
す
み
、
碑
文
も
読
み
づ
ら
い

状
態
に
ま
で
傷
ん
で
い
ま
し
た
。

　
滋
賀
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
行
事
の
た
め
の
委
員

会
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
つ
と
し
て「
安

土
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
記
念
ミ
サ
実
行
委
員
会
」
が
あ

り
、
毎
年
の
行
事
と
し
て
「
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
跡
公

園
」
で
の
ミ
サ
を
、
司
教
様
を
お
招
き
し
て
執

り
行
っ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
蔓
延
に
見
舞
わ
れ
、
日
頃
の
主
日
ミ

サ
も
通
常
に
実
施
で
き
な
い
状
態
と
な
り
、

当
然
、「
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
記
念
ミ
サ
」
も
実
施
を

見
送
ら
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
た
わ
け
で

す
。「
実
行
委
員
会
」
も
休
止
の
状
態
に
追
い

込
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
ミ
サ
が
実
施
で
き
な
い
な

ら
ば
、
何
か
こ
の
間
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
普
段

で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
好
機
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
、「
気
づ
き
」
が
与
え
ら
れ
た
の
で
す
。

祝
福
除
幕
式

　
改
修
を
終
え
新
調
さ
れ
た
「
顕
彰
碑
」
の

祝
福
・
除
幕
式
は
今
年
２
月
４
日
（
土
）、

二
十
六
聖
人
の
祝
日
の
前
日
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
跡

公
園
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
こ
の
季
節
と
し
て
は
春
を
思
わ
せ
る

よ
う
な
好
日
で
、
風
も
な
く
、
数
日
前
に
降
り

積
も
っ
た
雪
の
解
け
残
る
中
、
滋
賀
ブ
ロ
ッ
ク

の
６
教
会
か
ら
２
～
３
名
ず
つ
の
代
表
が
参
集

し
て
、
午
前
11

時
か
ら
開
式
と

な
り
ま
し
た
。

　
地
元
代
表
と

信
徒
代
表
に
よ

る
除
幕
式
の

後
、
滋
賀
ブ

ロ
ッ
ク
の
小
立

花
神
父
様
と
ソ

神
父
様
の
司
式

で
「
祝
福
式
」

が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
来
賓
に
は
近
江
八
幡
市
総
合
政
策
部

文
化
振
興
課
長
や
、
地
元
の
自
治
会
の
代
表
に

も
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

顕
彰
碑
改
修
の
経
緯

　
改
修
は
業
者
を
探
す
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。
公
園
内
に
は
記
念
と
な
る
「
碑
」

が
数
か
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
碑

を
設
置
し
た
業
者
な
ら
、
当
然
改
修
工
事
も
ス

ム
ー
ズ
に
進
展
す
る
の
で
は
な
い
か
と
、
地
元

の
方
や
近
江
八
幡
市
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
以
前
の
設
置
業
者
が
判
明
し
な
い
ま

ま
で
時
間
が
経
過
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
、
彦
根
教
会
の
司
祭
館
の
建
設
業

者
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
対
処
で
き
る
こ

と
が
判
明
し
、
相
談
の
う
え
で
依
頼
を
進
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
地
元
住
民
の
皆
様
や
近
江

八
幡
市
の
ご
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
競
争
見

積
も
り
も
取
得
し
て
施
工
業
者
が
決
ま
り
、
工

　
聖
パ
ウ
ロ
三
木
顕
彰
碑
の
改
修
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事
実
施
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
施
工
業
者
よ
り
聖
パ
ウ
ロ
三
木

の
肖
像
原
画
が
あ
る
か
と
の
問
い
合
わ
せ
が
舞

い
込
み
ま
し
た
。
碑
文
は
現
物
を
確
認
し
て
書

き
起
こ
す
こ
と
が
可
能
だ
が
、
現
状
の
も
の
は

傷
み
で
「
加
工
用
の
原
稿
」
と
し
て
は
使
え
な

い
と
の
こ
と
。
実
行
委
員
に
も
相
談
し
、
81
年

当
時
の
原
稿
を
探
し
ま
し
た
。委
員
の
中
に
は
、

顕
彰
碑
を
新
設
し
た
折
に
関
わ
ら
れ
た
方
も
お

ら
れ
、
手
を
尽
く
し
て
探
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
長
浜
教
会
か
ら
は
、「
ガ
ラ
ス
に
描
か
れ

た
肖
像
画
」
が
あ
る
と
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
原
稿
と
し
て
は
使
用
で
き
な
い

こ
と
が
分
か
っ
て
断
念
。
ロ
ー
マ
の
イ
エ
ズ
ス

会
本
部
に
あ
る
レ
リ
ー
フ
か
ら
写
し
た
の
で
は

な
い
か
と
の
お
話
も
あ
り
、
連
絡
を
取
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
長
崎
の
日
本
二
十
六
聖
人

記
念
館
に
は
彫
刻
家
・
舟
越
保
武
氏
に
よ
る

二
十
六
聖
人
の
彫
像
と
そ
の
原
画
も
あ
る
と
分

か
り
、
早
速
、
記
念
館
に
電
話
で
相
談
し
ま
し

た
。
著
作
権
上
の
許
可
が
あ
れ
ば
、
舟
越
氏
の

原
画
を
使
用
で
き
る
の
で
は
と
ご
案
内
い
た
だ

き
ま
し
た
。
早
速
、
権
利
者
で
あ
る
ご
遺
族
に

手
紙
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
舟
越
家
で
は
こ
の

件
に
つ
い
て
親
族
会
議
ま
で
開
い
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
が
、
彫
刻
家
で
あ
る
ご
長
男
様
の
「
作

品
と
し
て
の
『
彫
刻
』
が
、
そ
の
原
画
と
は
い

え
レ
リ
ー
フ
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
同

じ
彫
刻
家
と
し
て
、
恐
ら
く
父
も
賛
同
し
難
い

の
で
は
な
い
か
」と
の
ご
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

芸
術
を
志
す
方
の
生
き
方
と
し
て
、
全
く
同
感

の
意
で
、
こ
の
件
を
あ
き
ら
め
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
、
委
員
会
の
苦
慮
を
く
み
取
っ
て

く
だ
さ
っ
た
施
工
業
者
か
ら
、「
何
と
か
復
元

で
き
る
」
と
の
連
絡
が
あ
り
、
欣
喜
し
た
も
の

で
す
。
こ
れ
で
、
顕
彰
碑
が
改
修
で
き
る
。
し

か
も
、
81
年
当
時
を
再
現
し
て
復
刻
で
き
る
と
。

　
安
土
に
来
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
跡
公
園
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
り
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
改
修
し
ま
し
た
記

念
碑
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

安
土
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
記
念
ミ
サ
実
行
委
員
会

�

彦
根
教
会
　
中
川
通
一

�

写
真
撮
影
・
唐
崎
教
会
　
今
井
章
夫

新しくなった記念碑です。
碑文の内容をご紹介するスペースがあり
ませんので、ぜひ現地に行ってお読みく
ださい。

　
１
９
８
１
年
８
月
１
日
発
行
の
74
号
２

ペ
ー
ジ
に
、「
種
は
蒔
か
れ
た
が
―
安
土

セ
ミ
ナ
リ
オ
跡
祝
別
」
の
タ
イ
ト
ル
の
記

事
が
あ
り
ま
す
。

　「
５
月
31
日
、
ガ
ス
パ
リ
教
皇
大
使
、

田
中
司
教
、
古
屋
司
教
、
安
土
町
長
出
席

の
も
と
、
二
十
六
聖
人
記
念
館
長
結
城
了

悟
神
父
の
『
安
土
の
屏
風
が
ロ
ー
マ
へ
行

く
』
と
の
講
話
、
記
念
碑
除
幕
式
、
ミ
サ

が
行
わ
れ
た
」
と
い
う
内
容
で
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
６
年
７
月
１
日
発
行
464

号
に
「
安
土
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
公
園
記
念
ミ

サ
」
の
タ
イ
ト
ル
の
記
事
も
あ
り
ま
す
。

　「
今
年
、
近
江
八
幡
市
に
よ
り
セ
ミ
ナ

リ
ヨ
公
園
の
改
修
も
行
わ
れ
、
敷
石
や
ベ

ン
チ
も
整
備
さ
れ
た
。
４
月
29
日
、
滋
賀

ブ
ロ
ッ
ク
主
催
に
て
ミ
サ
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
整
備
さ
れ
た
公
園
を
大
塚
司
教
に

祝
福
し
て
い
た
だ
い
た
」と
い
う
内
容
で
す
。

　
１
５
８
０
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
オ

ル
ガ
ン
チ
ノ
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
日
本

最
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
神
学
校
で
あ
る
安
土

セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
跡
地
が
大
切
に
さ
れ
、
遠

い
時
代
に
思
い
を
馳
せ
、
祈
り
を
捧
げ
る

こ
と
の
で
き
る
場
所
で
あ
り
続
け
ま
す
よ

う
に
。

�

広
報
委
員
会

過
去
の
京
都
教
区
時
報
を

振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。
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こんにちは神父さん

　京都教区の信徒、司祭の皆様、こんにちは。私はトマス頭島光
です。よろしくお願いいたします。
　この₄月から「京都北部ブロック担当司祭」として任命を受け、
鹿児島教区より転居して参りました。所属はレデンプトール修道
会で、司祭叙階36年になります。年齢は68歳。舞鶴修道院を拠点
に、西と東の舞鶴教会、及び丹後教会から福知山教会、報恩寺聖
堂を巡りながら、同僚の三輪神父様、アントニオ神父様と共に協
働して、宣教司牧に専念していきます。
　私の父は伝道師として、この丹後の地で長い間、レデンプトー
ル会司祭たちと働きました。現在の丹後大宮礼拝堂が私の幼き頃
からの聖堂で、友達からは「教会の子」と呼ばれていました。そ
んな自分が神父として働くなど考えてもみませんでした。今も戸
惑いながら聖務に向かっていますが、ある種の疑念は尽きませ
ん。それは生まれた時から信者、いつのまにか信仰の人である、
私の思い。つまり、どのようにキリストを伝えるか。なぜ今もな
おイエスか。その答えを信仰の原点であるこの地で見つけ出すた
め、私はここに来たのか。信仰は、私にとってただただ神からの
恵み。それなしに私はいない、それだけは明らかです。よろしく
お願いいたします。

　この度の司祭人事異動で横浜教区から来ました、レデンプトー
ル会の三輪周平です。よろしくお願いします。
　京都教区で働くのは今回₃度目で₈年ぶりです。私は三重県の
四日市教会出身で、同じ教区なので、親しみがあります。　　
　以前いた長野県と同じく、京都北部の丹後地方も美しい自然に
囲まれたところだと改めて感じました。奈具の海岸、由良川沿い
や東舞鶴から見る舞鶴湾など、また夜に車で走ると野生の鹿に遭
遇することもあります。
　今まで車で一日100㎞以上の距離を走ったことはなかったので
すが、今回の人事異動で長野県の諏訪から西舞鶴まで、360㎞の
距離をやむなく走りました。今までそれほどではなかったのです
が、それ以来教会を移動する時、車を運転することに楽しさを感
じています。
　今年70歳になりましたが、長く教会に奉仕ができることは心身
ともに健康であるという思いです。私は何でも三日坊主ですが、
健康を考えて、また気分転換のため今までできなかった散歩に挑
戦したいと思います。
　新しい仕事は広範囲な仕事場ですが、「私のくびきは負いやす
く、私の荷は軽い」と言われたキリストを裏切らないように、「や
さしいキリスト」を伝える司牧者を目指したいと思います。

頭
かしらじま

島　光
ひかる

神父

所属：レデンプトール
　　　　　　　修道会
生年：1955年
叙階：1987年

三
み わ

輪周
しゅうへい

平神父

所属：レデンプトール
　　　　　　　修道会
生年：1953年
叙階：2002年



青年センターあんてな

← 青年センターのＨＰも
　　見てね！

　₃月12日（日）青年センターにて、
みんなで大掃除をしました。青年が
10人ほど集まり、音楽をかけなが
ら、みんなでおしゃべりをして楽し
く整理しました。
　数年前のポスターや懐かしい写
真などもたくさん出てきて、皆さん
が楽しく懐かしそうにお話をして
いました。
　京都教区から離れる方もいて、そ
の方のお別れ会も兼ねていました。
　みんなで楽しく大掃除ができてすごく良かったです。
　� 長浜教会　菊川マリア

大掃除企画報告

トマのつぶやき
災いが起こるとお祭りをした

　疫病や飢饉、災害が起こると、昔の人は神輿をかつい
でお祭りをした。断食や祈祷や施しをし、立派な寺院を
建てて、神の怒りを鎮めようとした。そして罪を悔い改
めるだけでなく、生き方そのものを改めようとした。神
様は怒らない。むしろ私たち以上に、子どもたちの苦し
みに心痛めておられる。
　神輿をかついでお慰めする。その時、人は「自我」から解放されている。祈る。意に乗る。
神の意に乗る。神様と私の「わ（和、輪）」の中で、人々が舞う（pray）。人々が遊ぶ（play）。
人々が祈る（pray）。私たちは一つ（コンムニオン）になる。
　祝うという言葉は、寿ぐ（言祝う・ことほぐ）という。祝詞（寿ぐことば）を述べて、
神をまつる。今年も祇園祭が祝われる。
� 村上透磨

　₂月18日に帰天された村上透磨神父は、病院のベッドの上で、「トマのつぶやき」の
原稿を書いてくださっていました。遺稿を掲載します。
� 広報委員会
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大塚司教の予定
　�最新の情報は京都司教区のホームページにてご確認ください。
　右記のＱＲコードからも確認できます。

お　知　ら　せ
教　　　区

正義と平和協議会
 第16回　戦争と平和写真展
 「沖縄・水俣・フクシマ」
　日　時：₈月₅日㊏ 15：00～20：00
　　　　　₈月₆日㊐ ₇：00～15：00
　会　場：河原町教会 ヴィリオンホール
　入場無料　問合せ：075（366）6609㊊㊋㊍

聖書委員会
 オンライン聖書講座
 ともに歩んでくださる神
 ―シノダリティの心をもとめて―
第₅回「主に呼ばれて、神の命に触れる」
　₇月₆日から₃か月配信
　講師：英隆一朗神父（イエズス会）
第₆回「死と復活を証しする」
　₇月20日から₃か月配信
　講師：中川博道神父（カルメル修道会）
　要申込、有料
　ＱＲコードより詳細をご覧ください

広報委員会
　�Fax：075-366-6679
　メール：honbu@kyoto.catholic.jp
　�教区時報₉月号の原稿締切日は₇月24日㊊です。

ブロック

奈良ブロック
 2023年度聖書講座（対面講座）
 ともに歩む教会～マタイ福音書による～
 われらと共にいる神（インマヌエル）
第₄回「�世の終わりまで、あなた方と共に

いる神」
　日時：₇月₁日㊏�10：30～12：00
　場所：大和八木教会
　講師：大塚 喜直司教（京都司教区）
　会費：1,000円受付にて
　　　　信者でない方、学生は無料
　問合せ：090-4485-9968 シスター服部
� （電話時間は必ず19：00～21：00）

諸　団　体

京都カトリック混声合唱団
　祈りと聖歌の集い　₇月₉日㊐ 14：00
� 河原町教会聖堂　�一般の方も参加自由
　問合せ：075-951-4283 則武 隆

コーロ・チェレステ（女声コーラス）
　練習　₇月13日㊍ 10：00　27日㊍ 10：00
� 河原町教会₂階楽廊
　　　　₈月の練習はお休み
　問合せ：075-701-3303 岡田久美

聴覚障がい者の会・京都グループ
 手話表現学習会（聖書と典礼）
　�日　時：₇月18日㊋ 13：00～15：00
　場　所：�希望の家地域福祉センター
　　　　　京都市南区東九条東岩本町31-10
　問合せ：Tel・Fax：075-723-1135　傳 裕子

心のともしび
　ラジオ番組案内（全国34局で放送）
　ＫＢＳ京都　㊊～㊎ 朝₅：55
　　　　　　　　　㊏ 朝₅：15
　ラジオ関西　㊊～㊎ 朝₅：00
　　　　　　　　　㊐ 朝₆：05
　毎日放送　　㊊～㊎ 朝₅：45
　　　　　　　　　㊏ 朝₄：55
　₇月のテーマ「ひらめき」

点訳版「京都教区時報」〈無料〉をご希望の方は
『カ障連大阪フレンドリー点字部』笠松幸彦さん
までお申込みください。

Tel・Fax/072-722-0271
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